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評価結果・
評価用データ

評価型ワークショップとは
• 複数の研究チームが参加、共通の課題を解く。
システム出力(run)を期限までに提出

• オーガナイザが全チームの出力を評価、比較

オーガナイザ

参加チーム

参加チーム

参加チーム

参加チーム

タスク仕様・課題

run

同じ土俵で競争・協力・議論し技術進歩を加速



情報検索の評価型ワークショップ

• TREC (Text Retrieval Conference) 1992‐
• NTCIR 1999‐ [一年半毎に開催]
NII Testbeds and Community for 
Information access Research
• CLEF (Cross‐Language Evaluation Forum) 2000‐
• INEX (Initiative for the evaluation of XML retrieval ) 
2002‐

• TRECVID 2003‐
• FIRE (Forum for IR Evaluation ) 2008‐
• MediaEval (Benchmarking Initiative for Multimedia 
Evaluation) 2010‐

詳細は
神門先生の
ご発表で！



NTCIR‐9, 10のタスク(競技種目)
NTCIR‐9 (～’11年12月) NTCIR‐10 (～’13年6月)

GeoTime
VisEx

CrossLink
PatentMT

RITE
SpokenDoc
INTENT

1CLICK

CrossLink‐2
PatentMT‐2

RITE‐2
SpokenDoc‐2
INTENT‐2
1CLICK‐2
MathINTENT, 1CLICK以外の

タスクについてはこの後の
NTCIRセッションで!
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このクエリのユーザの意図は？



曖昧な (ambiguous)クエリ

マイクロソフト製品！
仕事場！



このクエリのユーザの意図は？



ハリーポッターの
本！

ハリーポッターの
映画！

ハリーポッターの
キャラクター！

不明快な (underspecified) クエリ



検索結果多様化

検
索
結
果
ペ
ー
ジ(SERP)

曖昧/不明快なクエリに対して、
異なるユーザの検索意図を満足させるような
検索結果リストを生成



INTENT‐1 サブタスク

• Subtopic Mining（日、中）

入力: クエリ （例： “ハリーポッター”）
出力: ランク付けされたサブトピック文字列のリスト
(例： “ハリーポッター 本, ハリーポッター映画,

ハリーポッター キャラクター”)

• Document Ranking（日、中）
入力: クエリ （例： “ハリーポッター”）
出力：多様化された、ウェブページのランキング

研究課題: 適合性と多様性のバランスの最適化



判定作業者 オーガナイザ 参加チーム

トピック(クエリ)

サブトピック

検索意図

各意図
の確率

URLs

Subtopic
Mining

Document
Ranking

プール

プール

適合性判定

1
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4
5

6
7

8
9

10

NTCIR INTENT
テストコレクション

INTENT タスクの流れ



L1‐Relevant L1‐Relevant

L2‐Relevant

L2‐relevant

Q: “モーツァルト” 意図の数=3
意図: コンサート 映画 音楽学校

確率:                    0.3          0.5          0.2

I‐recall=3/3=1

Global Gain (URL1) 
= 0.3*Gain(L1) + 
0.5*Gain(L1)
=0.3*1+0.5*1

=0.8

D#‐nDCG=(I‐rec + D‐nDCG)/2

Global Gainにより
D‐nDCGを計算

I‐recall
(多様性)

多様化
された
検索結果

URL1

URL2

URL3

D‐
nD

CG
(適

合
性
)

[Sakai/Song SIGIR’11]
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THU‐S‐C‐{2,3} (適合性指向)
ICTIR‐S‐C‐1(多様性指向)
有意差なし

MSINT‐S‐C‐2

ICTIR‐S‐C‐1

THU‐S‐C‐2

THU‐S‐C‐3
THU‐S‐C‐1

中国語
Subtopic 
Mining @10

I‐recall

D‐
nD

CG

検索エンジンのクエリ推薦
やWikipediaの曖昧性解消

ページ利用

クエリログ・オンライン百科
事典・クエリ推薦をクラスタ

リング
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uog (適合性指向);
MSINT (多様性指向).
MSINT‐D‐J‐3は
uogTr‐D‐J‐{3,4,5}より
D#‐nDCGが高い
(有意差あり)

クエリ推薦・初期検索結果
中のドメイン名を用いた多
次元多様化アルゴリズム

多様化アルゴリズムxQuAD
(TREC’11 diversityでトップ)

uogTr‐D‐J‐1

MSINT‐D‐J‐4

MSINT‐D‐J‐1

MSINT‐D‐J‐2
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Document 
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INTENT‐2@NTCIR‐10 キックオフ
オーガナイザ:

酒井哲也, Ruihua Song, Zhicheng Dou 
(Microsoft Research Asia) 

Min Zhang, Yiqun Liu (精華大) 
山本岳洋, 加藤誠 (京大)

岩田麻佑 (阪大)

2012年3月8日@NII, 東京

http://research.microsoft.com/en‐us/people/tesakai/intent2.aspx



INTENT‐1 との相違点 (1/2)

• 英語サブトピックマイニングを導入、
TREC 2012 diversity task と同じトピックを利用

• 検索結果多様化を必要としないトピック（one 
item search クエリ）あり

– 選択的多様化を奨励

• オーガナイザ側がクエリ推薦および検索結果を
ベースラインとして参加者に配布

– 自前で検索エンジンを持たない研究チームでも
気軽に参加可



INTENT‐1 との相違点 (2/2)
INTENT‐1@NTCIR‐9 INTENT‐2@NTCIR‐10

INTENT‐1 
トピック集合

INTENT‐2 
トピック集合

INTENT‐1
システム

INTENT‐2
システム

INTENT‐1に参加した
システムはINTENT‐2
トピック集合に対して
も結果を作成

INTENT‐2参加システムは
INTENT‐1のトピック集合
に対しても結果を作成

トピック集合
等価性議論

進歩の検証



スケジュール
参加者

INTENT‐1では7つの国・地域から17の研究チームが参加！
INTENT‐2ではより多くの参加者を求めています！！

2012年 5月 トピックおよびベースラインの配布

2012年 7月 Run提出締切

2012年8～12月 サブトピックをもとに意図を同定
意図毎の適合性判定

2013年 1月 評価結果を参加者に配布

2013年 3月 論文初稿締切

2013年 5月 論文最終稿締切

6月18～21日 NTCIR‐10

オーガナイザ
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従来の検索
= More‐than‐One Click Access

クエリ入力

検索ボタンをクリック

ランキングされたURLを調べる

URLをクリック

Webページを閲覧

欲しかった情報を全て入手

湘南厚木病院
(Shonan Atsugi Hospital)



One Click Access

クエリ入力

検索ボタンをクリック

欲しかった情報を全て入手

24

Phone: 046‐223‐3636. Fax: 046‐223‐3630. Address: 118‐
1 Nurumizu, Atsugi, 243‐8551. Email: soumu@shonan‐
atsugi.jp. Visiting hours: general ward Mon‐Fri 15‐20; 
Sat&Holidays 13‐20 / Intensive Care Unit (ICU) 11‐11:30, 
15:30, 19‐19:30.

「ランキングされたURLリスト」ではなく「情報」そのものを検索

湘南厚木病院
(Shonan Atsugi Hospital)

Phone: 046‐223‐3636. 
Fax: 046‐223‐3630. 
Address: 118‐1 
Nurumizu, Atsugi, 243‐
8551. Email: 
soumu@shonan‐
atsugi.jp. Visiting hours: 
general ward Mon‐Fri 
15‐20; Sat&Holidays 13‐
20 / Intensive Care Unit 
(ICU) 11‐11:30, 15:30, 
19‐19:30.

特にモバイル検索
に有効

システムはX文字の文章を出力

比較的
明快なクエリ



1クリックアクセスの利点
欲しい情報へ素早く直接アクセス

すぐに湘南厚木病院に電話しなくては！

1クリックアクセスシステム従来の検索エンジン

やっと見つけた
Phone: 046‐223‐3636. Fax: 046‐223‐3630. 
Address: 118‐1 Nurumizu, Atsugi, 243‐8551. Email: 
soumu@shonan‐atsugi.jp. Visiting hours: general ward 
Mon‐Fri 15‐20; Sat&Holidays 13‐20 / Intensive Care Unit 
(ICU) 11‐11:30, 15:30, 19‐19:30.

すぐ見つかった!



判定者が
iUnitにマッチ

する部分を選
択

位置情報を記録

文書検索≠情報検索 iUnitによる評価

システム出力(X‐string) 正解iUnits



Q: 上野動物園以外で、パンダが見られる日本の動物園は?    
S‐measure [Sakai/Kato/Song CIKM’11]

正解
iUnits



a b c d e f g h i j

a c b d g e f h i j

S‐measure (L=500)

W‐recall

判定者A, B

積集合

a: KUIDL‐D‐OPEN‐1
b: MSRA1click‐D‐OPEN‐2
c: KUIDL‐D‐OPEN‐2
d: MSRA1click‐D‐OPEN‐1
e: KUIDL‐M‐OPEN‐2
f: KUIDL‐M‐OPEN‐1
g: TTOKU‐D‐ORCL‐1
h: TTOKU‐D‐ORCL‐2
i: TTOKU‐M‐ORCL‐1
j: TTOKU‐M‐ORCL‐2

1CLICK‐1@NTCIR‐9公式結果

和集合
位置情報利用

位置情報なし



Kobe city central library

適合情報が
出力の末尾
にしかない!

W‐recallが高いのに
S‐measureが低い事例

正解iUnits
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1CLICK‐2@NTCIR‐10 キックオフ

TASK ORGANISERS: 加藤 誠, 山本 岳洋 (京大), 
酒井 哲也, Young-In Song, Zhicheng Dou  (MSRA), 

Virgil Pavlu, Matthew Ekstrand-Abueg, Shahzad Rajput (Northeastern U)
岩田 麻佑 (阪大)

March 8, 2012@NII, Tokyo

http://research.microsoft.com/en‐us/people/tesakai/1click2.aspx



1CLICK‐1との相違点

• 日本語に加え英語のタスクを導入

• クエリタイプを4種類から8種類に

• 情報の基本単位iUnitの明確な定義

• 手動および自動によるシステム出力の評価

• より豊富なサブタスク

– より公正な評価を目指しつつ気軽な参加も可

– 検索結果・ウェブページデータの提供

– クエリ分類サブタスクのみの参加も可



1CLICK‐2クエリ

• 8種類のクエリタイプ
(これらの種類は特に検索結果ページを見ただけでユーザが満足
する割合が高い [Li/Huffman/Tokuda SIGIR’09])

– 芸術家, スポーツ選手, 政治家, 俳優

– 地物, 地域情報

– 定義 (語の)
– QA (自然言語で書かれた質問)

• 実際の大規模モバイルクエリログから選出した
クエリ 日・英それぞれ100件



1CLICK‐2 サブタスク(日・英)
参加チームは下記のいずれかに参加

• メインタスク

– Mandatory Runs:オーガナイザが配布する

Web検索結果からX‐stringを生成

– Oracle Runs (optional):
iUnitsの抽出元URLリストからX‐stringを生成

– Open Runs (optional): 
任意の検索エンジンを利用してX‐stringを生成

• クエリ分類サブタスク

– 与えられたクエリのクエリタイプを推定
(芸術家, QA, etc.)



スケジュール

情報検索, 情報抽出, モバイル検索,要約, 
次世代検索に興味がある方はぜひご参加ください

参加者

2012年 4月 サンプルクエリとiUnitの配布

2012年 8月 本番用クエリ配布

2012年 10月 Run提出締切

2012年 11月
‐2013年 1月

iUnitsによる評価期間

2013年 2月 評価結果配布

2013年 3月 ドラフト論文締切

2013年 6月 NTCIR‐10

オーガナイザ
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タスクに参加するには

NTCIRホームページから参加登録(準備中)!
各タスクホームページをチェック!
http://research.microsoft.com/en‐
us/people/tesakai/intent2.aspx

ntcadm‐intent@nii.ac.jp
http://research.microsoft.com/en‐
us/people/tesakai/1click2.aspx

ntcadm‐1click@nii.ac.jp
Follow @tetsuyasakai #INTENT2 #1CLICK2

検索エンジンを
もっていない
チームでも
簡単に
参加可能!



よくばりなあなたへ

’12年4月 1CLICKサンプルクエリ配布

’12年5月 INTENTトピック・ベイスライン配布

’12年7月 INTENT run締切

’12年8月 1CLICK本番クエリ配布

’12年10月 1CLICK run締切

’12年11‐’13年1月 1CLICK iUnitsによる共同評価

’13年1月 INTENT結果配布

’13年2月 1CLICK結果配布

’13年3月 論文初稿締切

’13年5月 論文最終稿締切

’13年6月18‐21日 NTCIR‐10



ご清聴ありがとうございました。
ご参加お待ちしております！


